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様
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@
研
究
ノ

i
ト
四
百
字
詰
初
枚
か
ら
初
枚
程
度

。
研
究
余
録
自
苔
字
詰
印
枚
程
度
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史
料
紹
介
盟
百
学
詰

mw
枚
か
ら
初
牧
軽
度

合
そ
の
他
〈
書
評
・
研
究
動
向
・
歴
史
随
想
な
ど
〉
四
百
字
詰

mw
枚
程
度

。
ワ
ー
プ
ロ
で
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
一
段
に
付
き
泣
字
×
幻
行
で
組
ん
で

下
さ
い
。
字
数
は
右
の
規
定
の
範
揺
で
計
算
し
て
、
そ
れ
を
越
え
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
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可
能
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前
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へ
御
相
談
下
さ
い
)
。
行
数
・
字
数
は
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ワ
ー
プ
ロ
執
筆
と
問
機
に
組
ん

で
下
さ
い
。
な
お
、
ブ
ジ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
原
績
を
番
付
の
こ
と
。

。
横
審
き
を
希
望
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

@
原
穣
締
切
足
末
日
と
八
月
末
日
の
年
2
田

※
投
稿
に
際
し
て
は
、
関
表
安
最
小
限
に
お
さ
え
、
完
成
原
穣
で
お
綴
い
し

ま
す
。
ま
た
、
原
請
は
必
ず
御
手
元
で
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
保
存
し
て
お
い

て
下
さ
い
。
投
稿
は
本
会
会
員
に
設
ち
ま
す
。

※
掲
載
に
つ
い
て
は
、
原
稿
を
受
鎮
後
、
繍
集
委
員
会
で
審
査
し
、
一
ヶ
月

以
内
に
御
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
文
中
に
姻
掲
載
許
可
を
必
要
と
す
る
苓
真

・
図
版
等
を
含
む
場
合
に
は
、
掲
載
決
定
後
、
著
者
の
費
任
に
お
い
て
権

利
者
か
ら
許
可
の
承
諾
書
を
取
得
し
て
下
さ
い
。

※
掲
載
分
の
論
文
等
に
つ
い
て
は
、
抜
脳
印
部
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

※
本
誌
補
掲
載
の
論
文
等
を
転
載
す
る
場
合
は
、
本
会
の
献
敢
を
得
て
下
さ
い
。
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